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作業において大切なことは、何と言っても「安全に、正確に、

迅速に組立てること」に尽きます。そのためには、基準とな

る柱を割り出して、そのほかの柱の位置をしっかりと決める

ことが一つのポイント。図面に示された部材を、順序良く、

正確に組立てていきます。中でも、法令に基づく高い場所で

の作業には、特に安全な作業が求められます。あらゆる状

況に対応し、責任を持って施工をするとびの仕事は、現場の

要として求められ続けること

でしょう。

柱の位置決めが最初のポイント!
高所作業は特に慎重に

安全に、正確に、迅速に建築現場で働くキーパーソン
とび職とは、もともと日本の建設工事において、建物の基礎から組立て、解体までの全て

の作業を専門的に行う職人のこと。建築の現場では、花形職種の一つです。現在の仕事

は従来よりもはるかに多様化していて、作業の種類や規模、進め方、使用機材も様々に

なっています。競技では、単管パイプやクランプなどを使って、二階建ての寄棟小屋組を

組立てて解体するまでを競います。競技の時間は、組立てに3時間、目測・解体等に2時間

30分。いかに安全に、正確に、素早く行うかが重視されます。実際の現場ではチームを組

んで行う作業が多いため、仲間同士のチームワークも大切です。

技能者として、誇りややりがいが実感できる大会です。
最高の思い出になるのでチャレンジしてください！

競技について 競技時間：2日／5時間30分

競技課題の内容は、「昇降階段付き二階建小屋組」です。作業順序は、柱の配置を決め、

床はり、床けたに木製足場板を敷き、昇降階段を取付け、二階床及びとびつきを使って

小屋組・屋根組を組立てるとともにその後の解体、運搬、片付けまでが競技に含まれま

す。また、材料や工具などの整理・整頓、重量物の目測についても、作業の安全性に関わ

る重要な点として課題の評価ポイントになっています。 

競技職種と生活との関わり

建設現場での高所作業を専門とする職人で、東京スカイツリー（高さ634m）などの高

層建築物に多く携わっています。とび職種の仕事には、足場を組む「足場とび」、クレー

ンを使いビルの基礎となる鉄骨を組立てる「鉄骨とび」、主に高速道路や橋をかける

「橋梁とび」、重量物の搬入や設置を行う「重量とび」など専門分野に分かれています。

どの職種よりも先に建設現場に入って足場を組み、その隙間にシートやネットを張り、

万が一の落下事故に備えます。

小山 空我さん
向井建設（株）

前回大会金メダリストからメッセージ！

山本 冨夫主査
一般社団法人

日本鳶工業連合会
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